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8文部科学省は、科学技術に関する研究開発、理解増進等において顕著な成果を収めた者を「科学技術
分野の文部科学大臣表彰」として顕彰している。その中で、文部科学大臣は、科学技術に携わる者の意
欲の向上を図り、我が国の科学技術の水準の向上に寄与することを目的として「科学技術賞」を授賞し
ている。
科学技術賞にはいくつかの部門があり、「理解増進部門」は、青少年をはじめ広く国民の科学技術に
関する関心及び理解の増進等に寄与し、又は地域において科学技術に関する知識の普及啓発等に寄与す
る活動を行った者が対象とされるものである。
この度、筆者は平成 30年度科学技術分野の文部科学大臣表彰「科学技術賞」理解増進部門を受賞し
た。業績名は「宇宙飛行士との交信体験による子供向け無線科学の理解増進」である。2018年 4月 10
日に文部科学省から報道発表が行われた。また、2018年 4月 17日に文部科学省にて表彰式が行われ、
林 芳正 文部科学大臣から賞状およびメダルが授与された。
本受賞については、国立大学法人岐阜大学から文部科学省へ推薦があり、審査の結果、決定されたと
のことである。2018年 2月に突然岐阜大学から内示の連絡を受けたが、筆者としてはいつものことを
いつものように実行しているだけのことなので、はじめは何のことだか良くわかっていなかった。しか
し、文部科学省から行われた報道発表後は中京大学学長の安村仁志先生から直接連絡があったり、取材
や原稿執筆の申し出があったりと、その反響の大きさに驚いているところである。 
ここでは文部科学省から発表された業績内容をもとにして、筆者らが行ってきた活動について簡単に
紹介することにしたい。
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受賞式後の記念撮影
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文部科学省講堂にて）
受賞した科学技術賞の賞状 副賞として授与された重厚なアクリル
内に収められたメダル入り楯。大きな
化粧箱に収められている。
9●活動の経緯
東海地方は、愛知県を中心に工業のさかんな地域である。しかしながら、ものづくりや科学への子供
向け興味増進・普及啓発活動は、潜在的な要望があるにもかかわらず、これまで都市部以外の地域で計
画的・継続的に行われることは少ないのが現状である。
筆者らは、2005年日本国際博覧会（愛・地球博）会期中の全 185日間、わんパク宝島館内に常設ブー
スを開設・出展した活動を契機として、子どもたちを対象にしたさまざまな科学技術に関する理解増進
活動を行ってきた。その活動は、愛・地球博で活躍した多くのボランティアスタッフを中心に、東海地
方における地域に密着した「出前型」の科学理解増進活動へと発展し、現在まで継続している。
●親子電子工作教室等の開催
2017年度までに開催した電子工作教室やサイエンスカフェには5,500名を超える子供たちが参加した。
開催地域は東海 4県（愛知・静岡・岐阜・三重）だけでなく、活動支援を受けていた国立研究開発法
人科学技術振興機構（JST）からの依頼を受け、東京や京都での電子工作教室開催や講演活動も行った。
平成 21年度には、中京大学情報理工学部（当時）も連携機関のひとつとして JSTから支援を受け活動
した。会場は中京大学名古屋キャンパス（ヤマテホール）などでの都市部開催だけでなく、都市部以外
の地域への「出前」にも応じ、その地域で継続して開催し続けるためのノウハウの伝授等の活動も行った。
これらの活動には、参加する子供たちに対する安全対策も含める必要があり、多くの熟練したボランティ
アスタッフを集める必要があった。そこで、登録ボランティア以外にも、中京大学をはじめとして、名古
屋大学、岐阜大学、中部大学等の学生たちもボランティアとして参加し、将来を担う子供たちへ技術を伝
えるための実践教育もあわせて行った。ボランティアスタッフには安全確保に加えて、対話しながら製作
物を必ず完成させることを目標とし、参加した子供たちは全員、完成する喜びを味わい、科学技術への興
味を持って自宅へ帰っていったものと信じている。また、同席して参加した保護者に対してもフォローアッ
プ教育を行い、家庭に戻ってからも子供たちに対するアウトリーチ活動が継続できるように配慮した。
●国際宇宙ステーションに滞在する宇宙飛行士との無線による直接交信
東海地方で合計 11回企画した国際宇宙ステーション（ISS）に滞在する宇宙飛行士との無線交信体
験（ARISSスクールコンタクト）には約 200名の子供たちが成功した。
NASAの科学教育プログラムである「ARISSスクールコンタクト」は、ISSが会場上空を飛行する間に、
子供たちが宇宙飛行士へ質問し、直接返事をもらうというミッションのひとつである。宇宙飛行士は地
球上の子供たちと交信することで宇宙空間での長期間滞在中の心理的安定を確保することができ、また、
子供たちは宇宙飛行士との交信を通して宇宙科学や無線技術を体験的に学ぶことができる。
ARISSスクールコンタクトは、地球上空を周回する ISSと直接の電波による無線通信で行うため、
地球の影から ISSが見え始めてから地球の影に消えるまでの最長約 10分間しか交信できないこともあ
り、宇宙の壮大さを体験できる。一方で、実験対象が宇宙をはじめとする自然現象であるため、予定し
たミッションが遂行できず失敗する可能性もあり、関係するスタッフは大変緊張して取り組まなければ
ならないプログラムでもある。
学生たちは、事前に行う子供たち向け科学技術研修の企画や実施、交信のための英語発話の練習（日
本人宇宙飛行士以外との交信は、すべて公用語の英語で行われる）、ISSとの交信に使用する自動追尾
親子電子工作教室の開催（2017年 12月 9日、中京大学名古屋キャンパスヤマテホール）
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アンテナの建設等にボランティアスタッフとして関わることで、貴重なビッグイベントに参画できると
ともに、子供たちへの教育経験も得られる。
なお、日本では電波法の規定により、相応の無線従事者資格を持つ者しか電波の発射行為が許されて
いないため、免許を持たない子供たちの操作でも電波を発射することができるよう、総務省に電波法令
の特例を設定するよう働きかけ、その改正も実現している。その結果、相応の無線従事者免許保持者（東
海地方では筆者を含む予備 2名登録）が宇宙飛行士との交信開始及び終了に関する無線操作等を行うこ
とを条件に、総務省から特別な識別信号の指定を受けた無線局の開設許可を得て実施することができた。
筆者らは、2005年に東海地方で初めて愛・地球博会場内で ARISSスクールコンタクトを実施したの
をはじめ、これまで次のミッションを企画し、そのすべてに成功している。
1. 愛・地球博 わんパク宝島館（2005年 9月 2日、愛知県愛知郡長久手町）
2. 関市立武芸川中学校（2009年 7月 11日、岐阜県関市：若田 光一宇宙飛行士と交信） 
3. 旭学舎（2010年 6月 23日、愛知県尾張旭市） 
4. 名古屋市立船方小学校（2010年 10月 29日、名古屋市熱田区）
5. 豊田こども科学探検隊（2011年 4月 18日、愛知県豊田市：中京大学豊田キャンパス至近）
6. 瀬戸市立西陵小学校（2011年 10月 18日、愛知県瀬戸市：古川 聡宇宙飛行士と交信）
7. 東海市立横須賀小学校（2013年 2月 9日、愛知県東海市）
8. 豊明市立中央小学校（2014年 2月 9日、愛知県豊明市：若田 光一宇宙飛行士と交信）
9. 空とロケット団（2014年 10月 9日、愛知県刈谷市：交信及び技術サポート） 
10. 裾野市立深良中学校（2015年 10月 1日、静岡県裾野市：油井 亀美也宇宙飛行士と交信）
11. 弥富市立弥生小学校（2015年 12月 4日、愛知県弥富市：油井 亀美也宇宙飛行士と交信）
●活動の成果
本活動により、子供たちは宇宙飛行士へ直接質問し返事を受けるとともに、臨席した家族・保護者等
の関係者も宇宙科学、無線工学への理解を効果的に進めることができた。また、電子工作教室やサイエ
ンスカフェを連携して実施することで大きな波及効果を生み、都市部以外の地域における実施格差の解
消、実施ノウハウの伝承、そして継続して実施・開催し続けるための機運の醸成・参画が可能となった。
さらに、大学生ボランティアを含めた関係者が協働・連携して実施することによる一体感・やりがい感
の提供に寄与した。
●おわりに
今回の文部科学省からの科学技術賞（理解増進部門）の受賞は、筆者にとっては 2013年 6月の総務
省「電波の日」表彰に続いての受賞であり、大変嬉しく光栄に思っている。このような大きな事業はひ
とりの力だけでできるものではなく、同時受賞した成瀨有二さん（岐阜大学准教授・工学部科学・生命
工学科）と木村時政さん（一般社団法人日本アマチュア無線連盟理事・東海地方本部長）をはじめ、学
生を含めた地域のボランティアや参加者のご父兄、小中学校の先生方、そして中京大学の皆さまなど、
多くの方々の協力がなければ実施・継続できなかったものばかりである。本受賞は関係した多くの方々
の代表として受け取らせていただいた。改めて皆さまに感謝を申し上げる。
ISSと交信するための特殊な自動追尾アンテナを
建設する学生とボランティアスタッフ。
弥富市立弥生小学校（愛知県）での ARISSスクール
コンタクト実施（2015年 12月 4日）。
中央は無線操作を行う筆者。
